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概 要
小学校社会科第6学年における歴史学習では，武士による政治の中でも，特に室町時代にお
いて，政治の働きや様子について取り上げた学習は皆無であろう。それは，人物学習を中心に
学習を進める必要性があり，歴史的事象との関連がある人物の働きを取り上げることに起因す
る。足利義満や足利義政が取り上げられている室町時代の教育内容は，文化の様子を中心に取
り上げるようになっているため，室町時代にどんな政治が行われたのかが不明である。そこで，
本稿では，政治の中心地における変化の様子を位置付けた歴史学習を提案する。従来の鎌倉時
代における武士の政治に関する教育内容に加え，室町時代における武士の政治に関する教育内
容についても取り上げる歴史学習である。具体的には，学習指導要領には例示されてない人物
「足利尊氏」を取り上げ，「開幕するとしたら鎌倉と室町のどちらかを考える学習活動」を設定
し，「政治の中心地」について意志決定する話合いを展開する実践研究を行った。「政治の中心
地」を取り上げた理由は，武士における政治の背景に「天皇や朝廷」との関係性が切り離せな
いという歴史的事実があるためである。結果は，「政治の中心地」を取り上げたことで，室町
時代における武士の政治に関する教育内容を取り上げる歴史学習に有効性があることや，天皇
や朝廷と武士との関係に着目させる学習を展開することに有効であることが分かった。しかし，
例示されていない「足利尊氏」に加え，「後醍醐天皇」も取り上げ，建武の新政や室町幕府の
始まり，南北朝時代の様子についても学習する必要性があるという課題が残った。
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Ⅰ は じ め に
小学校第6学年社会科は，3つの内容で構成される。その中の1つ歴史学習では，「それぞ
れの先人がその時代その時代の課題を解決し，人々の願いを実現するために様々な知恵を出し
合いながら，国家・社会の発展に大きな働きをしたこと」や「様々な工夫や努力をしながら優
れた文化遺産を生み出したことを理解できるようにすること」1）が重視されているとともに，
「歴史を学ぶ意味を考えるようにする」2）ことが求められている。つまり，小学校の歴史学習で
は，歴史上の人物やできごと，年号をただ暗記するのではなく，現在の自分たちの生活や国家・
社会の発展の基盤がどこにあるのかを考えたり，過去のできごとを現在や将来の発展に生かす
ことを考えたりすることが大切である3）。一方，本学級（第6学年2組33名）における事前調
査アンケートの結果，歴史学習が楽しくないと答えた児童は，約18％（6名）であり，その全
員が「歴史は覚えることがたくさんあるから」という理由を挙げるという結果であった。この
結果からも分かる通り，「歴史学習＝（イコール）暗記学習」というイメージを抱く人（児童，
教師，保護者等）は少なくないと言えるのではないだろうか。
また，本研究で取り上げた単元「武士の世の中」は，源頼朝や足利義満，織田信長，豊臣秀
吉等の武士を中心に学習を展開する。この時代において大きな働きをした歴史上の人物が武士
であり，どの出版社の教科書を見ても同じことが言える。しかし，中世（鎌倉時代～江戸時代）
前後には，政治の中心として天皇や朝廷が取り上げられている。中世ではこれらが取り上げら
れず，鎌倉時代は武士による政治と文化の両方，室町時代に至ってはほぼ政治について取り上
げられず，文化のみを扱った教育内容になっている。さらに，本学級の児童に，質問紙におい
て事前調査を行い，「単元『武士の世の中』の天皇について知っていることは何か」について
質問した結果を，以下の「単元前に行った児童の実態調査」（表1）に示す。
本学級の児童は，歴史学習に興味・関心が高く，家庭学習などで予習しているということも
あり，未習内容についても理解を深めている児童が多いと言える。一方，「単元前に行った児
童の実態調査」（表1）からは，約8割の児童が単元「武士の世の中」における天皇について
分からないという実態が明らかになった。つまり，「武士の世の中」の時代における天皇の役
割や存在だけでなく，武士の政治の背景にある天皇や朝廷との関係について分からないという
ことが言える。
武士と天皇や朝廷との関係について，今谷（1999）4）は「（前略），天皇もまた幕府存立の前
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表1 単元前に行った児童の実態調査
○質問：単元「武士の世の中」の天皇について知っていることは何か。
○答え：・分からない…14名（約42％）
・天皇が政治の中心として行っていたということに関する記述…8名（約24％）
・天皇が政治に関わっていないことに関する記述…4名（約12％）
・その他…7名（約21％）
提なのである。天皇が無ければ，公家はもちろんのこと，武家もまた権力を行使できない構造
の国制になっているのである」と論じている。当時の日本において，権力を行使するためには，
天皇や朝廷の許可が必要であり，それは公家も武家も同じであるという構造の国制になってい
ると指摘している。つまり，武士における政治の背景には，天皇や朝廷との関係があったとい
う事実は切っても切り離すことができないことであるということが分かる。
小学校の歴史学習において，各時代の様々な課題の解決や人々の願いの実現に向けて努力し
た先人の働きによって発展してきたことを理解できるようにすることが求められている。中世
において，武士が政治の中心として活躍した歴史的事実は明確である。その歴史的事実の基で，
政治の中心地における変化の様子について捉える必要性があると考える。特に，室町時代にお
いては，教育内容として文化を中心として取り上げられており，政治の働きや様子についての
教育内容は不十分である。この室町時代における政治の様子を学ぶことで，歴史の流れを学ぶ
ことにつながり，歴史的な見方や考え方を養うことに大きく関わると考える。その上で，政治
の中心として活躍した武士が，天皇や朝廷との関係があったことを理解することも可能だと考
える。ただし，「武士に権力，天皇や朝廷に権威」という歴史的事実をそのまま小学校の歴史
学習に位置付けることは，相応しくはないと考える。小学校の歴史学習においては，先述した
「各時代の様々な課題の解決」に着目し，中世，特に室町時代において，足利尊氏が開幕する
時に，鎌倉と京都のどちらに幕府を置くのかという選択課題を取り上げることを提案したいと
考える。
そこで，本研究は，以上挙げた歴史学習における2つの課題解決を目指し，研究を進めた。
具体的には，政治の中心地における変化の様子について考える学習活動を設定することで，単
元「武士の世の中」における武士の政治について理解を深め，歴史を学ぶ意味を考えることが
できる研究を目指した。
Ⅱ 研究の目的と方法
（1）研究の目的と方法
本研究では，政治の中心地における変化の様子について考える学習活動を単元計画に位置付
け，単元「武士の世の中」における学習内容の改善を図ることで，歴史を学ぶ意味を考えるこ
とができる歴史学習の指導方法について研究する。その結果を，以下に示す2つの視点を基に
分析する。
・政治の中心地における変化の様子を小学校の歴史学習に位置付ける意義
・物事の背景を考える力を養う授業の工夫
なお，歴史学習に関わらず社会科学習の特性として，社会的事象の意味や背景について考え
ることで，社会的な見方や考え方を養うことができる。そのため，研究の結果を分析する視点
として，「物事の背景を考える力を養う」を設定し，実践を通した結果を分析する。
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（2）研究対象
研究対象者は，Ａ小学校第6学年2組33名である。授業は，Ａ小学校教育研究大会で社会科
「武士の世の中（全24時間）」の中の第1次「武士の政治の始まり（全9時間）」として平成26
年6月に実施した。
（3）単元の目標
武士が政治の中心となった世の中に関心をもち，天皇と武士の関係や武士の政治，文化につ
いて地図や年表等の資料を効果的に活用して調べ，武士による政治の始まりや様子，文化につ
いて理解と関心を深める。
（4）単元の指導計画
単元の指導計画（表2）を以下に示す。
Ⅲ 政治の中心地における変化の様子を小学校の歴史学習に位置付ける意義
政治の中心地における変化の様子を小学校の歴史学習に位置付ける意義について，以下の2
点から論じる。
・学習指導要領による分析
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表2 単元の指導計画
段階 時間 学習内容・学習活動
第1次 「武士の政治の始まり」（9時間）
学
ぶ
め
あ
て
を
も
つ
①
②
○武士の暮らしの様子を捉え，学習問題を設定する。
・貴族と武士の暮らしの様子の違いを捉える。
・これまでの政治との違いに疑問をもつ。
・学習問題「武士はどのような政治に取り組んだのだろう」
○追究・解決への見通しをもつ。
・学習問題に対する予想をもつ。
・追究する視点と方法を明らかにし，学習計画を設定する。
確
か
な
追
究
・
解
決
③
④
⑤
⑥
⑦
○追究1【鎌倉幕府の始まり】について捉える。
・「源平の戦い」を取り上げ，武士の力が高まったことを捉える。
・「鎌倉幕府の始まり」を取り上げ，武士による政治の様子を捉える。
○追究2【元との戦い】について捉える。
・「元との戦い」を取り上げ，幕府が全国的な力をもつことを捉える。
○追究3【室町幕府】について捉える。
・「室町幕府の政治」を取り上げ，武士による政治が確立したことを捉える。
・「室町文化」を取り上げ，現在にも受け継がれていることを捉える。
ま
と
め
⑧
⑨
本
時
○追究したことを関係図にまとめる。
・追究1～3の内容を，時代と人物の働きの視点でまとめる。
○社会的事象の意味を考える。
・武士による政治とこれまでの政治を比較し，政治の中心地における変化の様子を考
え，武士による政治の特徴を捉える。
・単元のまとめ
「武士は幕府を開き，『ご恩と奉公』の関係を中心に政治を進め，全国的に勢力
を広げながら，武士による政治を確立していった」
第2次 「全国統一への動き」（8時間）
第3次 「江戸幕府の政治と人々の成長」（7時間）
・教科書4社による分析と過去の授業実践
（1）学習指導要領による分析
まず，学習指導要領による分析について論じる。学習指導要領内容を以下に示す「指導内容
表」（表3）としてまとめた。
本単元「武士の世の中」にかかわる内容は，内容（1）ウ，エ，オ，カである。これを，「Ａ
単元で押さえる内容」，「Ｂ単元のねらい」，「Ｃ具体的に調べる事項」に分けて整理した。「指
導内容表」（表3）を作成した結果，以下に示す2点が明らかになった。
1点目に，先述したように，室町時代については「室町文化」を中心に指導するということ
である。つまり，各時代における大きな働きをした人物を取り上げた際に，その時代の政治の
働きや様子を学ぶ学習内容になっているが，室町時代に限っては政治の働きや様子を学ぶ学習
内容になっていないということである。
2点目に，単元「武士の世の中」では，天皇や朝廷について取り上げる学習内容になってい
ないということである。これは，本研究で取り上げた時代の前後においては，天皇や朝廷につ
いて取り上げる学習内容になっているが，この時代には天皇や朝廷については取り上げられず，
その役割どころか存在すら分からないということが言える。
（2）教科書4社による分析と過去の授業実践
次に，教科書4社による分析と過去の授業実践について論じる。小学校第6学年における社
会科教科書の中で，室町時代について扱われている教育内容について，次頁の表4にまとめた。
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表3 指導内容表
内容（1）ウ 鎌倉 内容（1）エ 室町
内容（1）オ
安土桃山江戸
内容（1）カ 江戸
Ａ
単
元
で
押
さ
え
る
内
容
源平の戦い，鎌倉幕
府の始まり，元との
戦いについて調べ，
武士による政治が始
まったことが分かる
こと。
京都の室町に幕府が
置かれたころの代表
的な建造物や絵画に
ついて調べ，室町文
化が生まれたことが
分かること。
キリスト教の伝来，織田・
豊臣の天下統一，江戸幕
府の始まり，参勤交代，
鎖国について調べ，戦国
の世が統一され，身分制
度が確立し武士による政
治が安定したことが分か
ること。
歌舞伎や浮世絵，国
学や蘭学について調
べ，町人の文化が栄
え新しい学問が起こっ
たことが分かること。
Ｂ
単
元
の
ね
ら
い
武士による政治が始
まったことが分かる
こと
室町文化が生まれた
ことが分かること
戦国の世が統一され，身
分制度が確立し武士によ
る政治が安定したことが
分かること
町人の文化が栄え新
しい学問が起こった
ことが分かること
Ｃ
具
体
的
に
調
べ
る
事
項
①源平の戦い
②鎌倉幕府の始まり
③元との戦い
①京都の室町に幕府
が置かれたころの
代表的な建造物や
絵画
①キリスト教の伝来
②織田・豊臣の天下統一
③江戸幕府の始まり
④参勤交代
⑤鎖国
①歌舞伎や浮世絵
②国学や蘭学
4社すべてに共通していることは，室町時代の教育内容の中心が「室町文化」だということ
である。学習指導要領に示されているように，小学校の歴史学習が，「人物の働き」と「代表
的な文化遺産」を中心とした学習を求めているため，現在も受け継がれている室町文化に重き
が置かれていることが背景にあると考える。一方，朝廷についての記述がある出版社は，東京
書籍のみで，年表の中に記載されている状況である。
次に，過去の授業実践5）について論じる。中世において，足利義満の肖像画を取り上げ，天
皇や朝廷の権威について学習する授業実践はあるが，主な授業実践については室町文化を中心
としたものが多くを占めるという実態である。つまり，中世において，天皇や朝廷と武士との
関係を取り上げた授業は実践されていなかったことが言えるだろう。
そこで，単元で身に付けさせたい社会的な見方や考え方を，「時代背景とともに武士の力が
高まり，政治の中心として武士が実権を握ったこと」と押さえ，政治の中心地における変化の
様子を取り上げ，武士の政治，特に室町時代における政治の働きや様子について捉えることが
できる指導内容へと改善を図った。本研究では，「政治の中心地」を考える学習活動を取り上
げた。その理由は以下の2点である。
1点目に，『小学校学習指導要領解説 社会編』「第3章 各学年の目標及び内容」の「第3
節 第6学年の目標と内容」における「内容の取扱い（1）イ」に，「歴史学習全体を通して，我
が国は長い歴史をもち伝統や文化をはぐくんできたこと，我が国の歴史は政治の中心地や世の
中の様子などによって幾つかの時期に分けられることに気付くようにすること」6）とあるよう
に，政治の中心地に着目することで，小学校段階での歴史に対する見方や考え方を養う契機に
なると考えたからである。
2点目に，鎌倉幕府が鎌倉に，室町幕府が京都にあり，京都に位置する天皇や朝廷との関係
性について，児童が場所の距離的視点で捉えやすいと考えたからである。
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表4 教科書4社による分析
出版社 教育内容
教
育
出
版
○単元名「今も受けつがれる室町文化」
雪舟による水墨画や書院造，生け花や茶の湯などの室町時代に生まれた文化と，農民の暮
らしから生まれた文化を中心に学習する教育内容になっている。
※足利義満・足利義政・雪舟・観阿弥・世阿弥
東
京
書
籍
○単元名「今に伝わる室町文化」
書院造や雪舟による水墨画，能や狂言，茶の湯や生け花などの生活面，民衆による文化に
ついて学習する教育内容になっている。
※足利義満・足利義政・雪舟・観阿弥・世阿弥年表により，「1338年 足利尊氏が京都に幕府
を開く。朝廷が北と南に分かれて争う」記述あり。
光
村
図
書
○単元名「今に生きる室町文化」
書院造や雪舟による水墨画，能や狂言，茶の湯や生け花，おとぎ話などの室町文化，農村
の人々の暮らしについて学習する教育内容になっている。
※足利義満・足利義政・雪舟・観阿弥・世阿弥
日
本
文
教
出
版
○単元名「室町文化が生まれる」
足利尊氏による開幕，足利義満の政治，書院造や雪舟による水墨画，生け花や茶の湯，能
や狂言などの室町文化，農民や庶民の暮らしの様子について学習する教育内容になっている。
※足利尊氏・足利義満・足利義政・雪舟
Ⅳ 物事の背景を考える力を養う授業の工夫
物事の背景を考える力を養う授業の工夫について，結果とその考察について論じる。
（1）結果
本実践における，本時の目標は，「政治の中心地における変化の理由について，既習内容の
想起や資料の読み取りを通して話し合い，武士による政治の特徴を考える」と設定した。
次に，本時の展開（表5）を以下に示す。
本研究において，政治の中心地における変化の様子を捉えさせるために，次の2つの手立て
をとった。
1つ目に，資料提示の工夫である。政治の中心地の変化（鎌倉と室町）に着目させるために，
「政治の中心地の変化を示した地図」（図1）を提示した。
また，足利尊氏らが室町幕府を置く時に，室町か鎌倉かどちらに開幕すべきかを迷っていた
という事実を読み取ることができる資料「建武式目の前文」（表6）を提示した。なお，「建武
式目の前文」については，本文をそのまま提示するのではなく，児童にも理解しやすいように
口語に直して提示した。
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表5 本時の展開（9／24時間目）
学習内容と主な学習活動 研究とのかかわり・留意点
1 前時までの学習内容を想起する。
2 本時の学習内容を確認する。
「なぜ政治の中心地が変化しているのだろう。」
3 政治の中心地における変化の様子について考える。
・源頼朝が開いた鎌倉幕府
・足利尊氏が開いた室町幕府
4 足利尊氏が鎌倉と室町（京都）のどちらに幕府を開くべ
きかを考え話し合う。
5 本時のまとめをする。
「武士が力を強め，幕府を開き政治を進めたが，朝廷や天
皇との関係によって，幕府の開く場所が変化し，武士の政
治が確立していった。」
6 本時の振り返りをする。
・政治の中心地の変化を示した地図を
提示する。
・足利尊氏が出した「建武式目」の前
文を資料として提示する。
・発問「自分が足利尊氏だったとした
ら，鎌倉と室町（京都）のどちらに
幕府を開きましたか。」
図1 政治の中心地の変化を示した地図
表6 建武式目の前文
○鎌倉に幕府を置くべきか，それとも他の場所
に置くべきかどうかについて
鎌倉は武家政治をおこなう上でもっとも適し
た土地であるが，北条氏との関係で不吉なとこ
ろでもあるとする意見もある。だが場所が悪い
わけではなく，正しい政治さえおこなっていれ
ば，場所はどこでもよく，人々が鎌倉以外を望
めばそれに従うものである。
2つ目に，発問の工夫である。「自分がもし足利尊氏だったら，鎌倉と京都室町のどちらに
幕府を置きますか。」と主発問を行った。この主発問を行った意図は，武士の力が高まってい
ることや，武士と天皇や朝廷との関係が武士の政治の背景にあったことに気付かせることがで
きると考えたからである。
（2）考察
授業を行った結果について，主発問後の児童の反応（表7）と児童の本時の振り返り（表8）
を基に考察する。
主発問後の児童の反応から次の3点が明らかになった。
1点目に，Ｃ6の発言にあるように，「京都に戻る利点」について考えることができている
ということである。
2点目に，鎌倉でも室町でも，既習内容を活用して思考したり，判断したりしていることで
ある。
3点目に，本実践では取り上げていなかった既習内容として，足利尊氏や後醍醐天皇におけ
る南北朝時代についても調べる時間を設定し理解を深めることで，より根拠を基にした議論を
展開することが可能になったと考える。
児童の本時の振り返り（表8）と同様に多くの児童の振り返りの記述からは，武士による政
治については，源頼朝や足利尊氏などの武士が大きな働きをしたことを理解することができた
と考える。
一方，課題は，足利尊氏についての追究活動が十分ではなく，本時の「開幕するとしたら鎌
倉と室町のどちらかを考える学習活動」の場面で，根拠を明確にした話合い活動を行わせるこ
とができなったことである。また，「建武式目の前文」（表6）の提示についても，鎌倉と京都
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表7 主発問後の児童の反応
Ｔ：教師 Ｃ：児童
Ｔ 「自分がもし足利尊氏だったら，鎌倉と京都室町のどちらに幕府を置きますか」
Ｃ1 「室町に置きます。室町の方が遠いし，4方向を山で囲まれて攻めにくいからです」
Ｃ2 「鎌倉に置きます。足利尊氏が鎌倉幕府を倒したので，敵がどこを攻めてくるか分かって，守
りやすいからです」
Ｃ3 「室町に置きます。金閣や銀閣などの建造物がなかったら困るからです」
Ｃ4 「室町に置きます。建武式目にあるように，北条氏の関係が悪くなっても戦えばよいからです」
Ｃ5 「室町に置きます。人々の意見に従うことで，よりよい政治ができると思うからです」
Ｃ6 「室町に置きます。鎌倉から京都に戻るということは，京都に何かしらの魅力があると思うか
らです」
表8 児童の本時の振り返り
今回は武士の世の中の最後として，政治の中心地の変化について考えました。
ぼくは，その時その時の政治や文化などによって変わっていったと思っていたけど，他の人の発表
を聞くと他の意見などで，なるほどと思うことがありました。例えば，足利尊氏が迷っていたことな
どです。Ｓさんが言った，尊氏は優しい人にとても納得しました。なぜなら，みんなの意見を聞かな
いで，勝手に決めていなかったからです。もし，意見を聞いていなかったら，室町幕府が滅びていた
と思いました。
次からの戦国時代も今までに習ったことを生かして頑張っていきたいです。
室町のそれぞれのメリットを将軍（足利尊氏）の立場に立って考えることができる工夫が必要
であったと考える。
Ⅴ ま と め
本研究では，政治の中心地における変化の様子について考える学習活動を単元計画に位置付
け，単元「武士の世の中」における学習内容の改善を図る歴史学習の指導方法について，「政
治の中心地における変化の様子を小学校の歴史学習に位置付ける意義」と「物事の背景を考え
る力を養う授業の工夫」の2点から論じた。その成果を以下に示す。
・「政治の中心地」を取り上げたことで，室町時代における武士の政治に関する教育内容を取
り上げる歴史学習に有効性があることや，天皇や朝廷と武士との関係に着目させる学習を展
開することに有効であることが分かった。
・「開幕するとしたら鎌倉と室町のどちらかを考える学習活動」を設定し，意志決定して話し
合わせることで，友達の意見を聞き合い，みんなで疑問を解決する学習活動のよさや楽しさ
を感じさせることに有効であった。
一方，課題については，社会的事象の意味を考える話合い活動で，明確な根拠となる知識を
もたせるために，取り上げるべき人物を吟味したり，その人物を追究する時間を，単元構成に
効果的に位置付けたりすることが必要であった。
本研究において，政治の中心地における変化の様子を小学校の歴史学習に位置付けたことで，
課題や改善点を残しつつも，一定の有効性が授業実践を通して明らかになった。それは，室町
時代の教育内容として，従来の室町文化に加え，室町時代（戦国時代も含む）における政治の
働きを理解させ，天皇や朝廷と武士との関係についても着目して歴史的な見方や考え方を養う
ことが可能になったためである。
小学校第6学年歴史学習は，次期学習指導要領において大きな変化があるとは言えない。た
だし，中世，特に室町時代における学習については，室町文化を中心に学ぶ教育内容に加え，
政治の働きや様子についても学ぶ必要性があると考える。児童が興味，関心を高め，歴史を学
ぶ意味を考えながら，楽しく学ぶためには，時代の流れを視点として必然性のある歴史的事象
を捉えることが大切だと考えるためだ。その中で，日本の歴史における大きな特徴の1つであ
る「天皇制が途絶えず，今もなお存続している」という歴史的事実を，小学校の歴史学習の段
階でも学習するとよいのではないだろうか。
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